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研究の目的及び概要 

新型コロナウイルス COVID-19(SARS-CoV-2)感染症は、世界中でパンデミックを

起こしています。しかし日本を含む東アジアでは、重症化率、死亡率が欧米諸国

に比べ低くなっています。コロナウイルスには、4 種類の風邪コロナウイルス、

SARS、MERS を引き起こすウイルス、コウモリのコロナウイルスなど、さまざ

まなファミリーがあり、絶えず進化しています。交通網の拡大により日本にも多

くのコロナウイルスファミリーが入ってきていると予測されています。SARS が

流行した 2003 年以降、東アジアの各地では、交叉するコロナウイルスファミリ

ーへの交差免疫を有している可能性が指摘されています。 

COVID-19(SARS-CoV-2)感染症における、日本人の交差免疫の有無の確認を行う

ことを目的とします。 

健康科学リソースセンター(RECHS)にて同意を得て保存されている過去の血清

検体、検査データ及び受診者情報からは受診者様の氏名の削除を行い、研究用の

番号をつけて取り扱います。また、電子データはパスワードをつけてインターネ

ットに繋がれていないコンピュータに保管し、研究終了の 5 年後に消去します。



研究成果は学会・学術雑誌等で発表する予定です。 

氏名などの個人情報が公開されることはありません。 
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